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実態調査に基づくオフィス環境が心身の健康と知的生産性に及ぼす影響の検証 

（第 1報）実態調査の概要 
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1. 背景と目的 

 近年、執務者のストレスの増加や睡眠障害が生じ、メ

ンタルヘルス不全や過度の疲労等の心身の健康の悪化が

問題視されている文 1。心身の健康の悪化は、知的成果物

の生産効率である知的生産性の低下を招き文 2、甚大な経

済損失につながることから文 3、心身の健康改善を介した

知的生産性向上が重要である。 

執務者が長い時間を過ごすオフィスに着目すると、そ

の室内環境や空間計画が心身の健康に影響を及ぼす可能

性が示されている文 4。また、執務者の生活に大きく関わ

っている住まい・地域環境や、コミュニケーションの取

りやすさ・人間関係満足度や仕事量・座位時間等の働き

方等、室内環境や空間計画以外の要素も心身の健康と知

的生産性に影響を及ぼすと考えられる。そのため、オフ

ィス環境による影響を把握するためにはそれらの要素も

考慮した包括的な検証が必要であるが、既往研究での実

施例は少ない。 

そこで本研究では、実オフィス・執務者を対象とした

実態調査を実施し、働き方を含めたオフィス環境や住ま

い・地域環境が心身の健康と知的生産性に与える影響の

包括的な検証を行う。 

本研究の概念図を図 1 に示す。室内環境・空間・働き方

等の要素をオフィス環境、住宅・コミュニティ・通勤等

の要素を住まい環境と定義した。オフィス環境や住まい

環境は直接的に心身の健康と知的生産性に影響を及ぼす

だけでなく、心身の健康を介して知的生産性に影響を及

ぼすと考えられる。 

 

2. 実態調査 

2.1 調査概要（表 1） 

K 社及び K 社のグループ会社の 10 事業所（499 名）を

対象とし、2017 年 10 月下旬（5 事業所）、11 月上旬・中

旬（5 事業所）にオフィス環境、住まい環境、心身の健

康、知的生産性に関するアンケート調査を行った（表

1）。また、オフィスの環境を把握するため、夏期（8 月下

旬）と中間期（10 月下旬、11 月上旬・中旬）にそれぞれ

7 日間、環境測定を実施した。同時に、活動量や睡眠時間

等の生理量実測も行った。 

2.2 アンケート調査概要（表 2） 

心身の健康と関係があると考えられる項目として、個

人属性は年齢・性別・同居人数・病気の既往歴・生活習

知的生産性 オフィス 住まい 地域環境 心身の健康 実態調査 

表 1 実態調査概要 

図 1 本研究の概念 

表 2 アンケート調査概要 

オフィス

室内環境
温熱、光
空気質、音

空間
休憩室
会議室

働き方
身体活動量
休憩時間

住まい

住宅
温熱
睡眠

コミュニティ
地域環境
地域活動頻度

通勤
通勤時間
混雑度

心身の健康

ストレス

メンタル
ヘルス

疲労

知的生産性

効率

集中力

発想力

調査対象地 K 社 10 事業所 

調査対象者 執務者 499 名 

調
査
方
法 

アンケート 

調査 

実施期間 

2017 年 10 月 20~27 日 

11 月 2~9 日、11 月 9~16 日 

（各事業所 1 回） 

調査内容 

個人属性、生活習慣 

オフィス環境、住まい環境 

心身の健康、知的生産性 

サンプル 
配布：499 名 回収:422 名 

回収率：84.6% 

環境 

実測 

実施期間 

(7 日間) 

2017 年 8 月 24~31 日、10 月 20~27 日、

11 月 2~9 日、11 月 9~16 日 

調査内容 温度、湿度、照度、CO2濃度    

生理量 

実測 

実施期間 

(7 日間) 

2017 年 10 月 20~27 日 

11 月 2~9 日、11 月 9~16 日 

調査内容 
活動量、睡眠時間、 

体表面温度、心拍数、会話量    

サンプル 91 名 

 

アンケート調査項目 

個人属性 年齢、性別、同居人数、病気の既往歴 

生活習慣 運動習慣、喫煙習慣、飲酒習慣 

オフィス環境 

オフィス空間評価、オフィス環境総合評価、 

コミュニケーションの取りやすさ、 

人間関係満足度、働き方 

住まい環境 CASBEE-住まい＋コミュニティ、通勤 

心身の健康 WFun 注 1 

知的生産性 主観作業効率 
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慣は運動・喫煙・飲酒習慣を調査した。他にもコミュニ

ケーションの取りやすさ・人間関係や執務者の働き方と

して、座位時間や仕事量等について満足度を調査した。 

 

2.2.1 オフィス環境 

オフィス環境を把握するために、温熱・光環境、移動

空間、共用空間における環境・空間計画について 1 から 5

までの可視的アナログ尺度を用いて評価を行った（図 2）。

加えて、空間のレベル感をイメージしやすいように実オ

フィスの写真付の質問票を用いた。また、建築計画や設

備設計といった 7 つの概念からなる全 45 項目の質問で構

成されるオフィス評価方法も用いた（以降、オフィス環

境総合評価とする）。例えば「利用しやすいリフレッシュ

スペース」といった項目に対し、存在する場合を 1、ない

場合を 0 として総得点を算出した。 

2.2.2 住まい環境 

CASBEE-住まいの健康チェックリスト簡易版 注 2 と

CASBEE-コミュニティの健康チェックリスト簡易版注 3 を用

いて調査対象者の住まいと地域の環境を評価した（以降、

CASBEE-住まい+コミュニティとする）。 

2.2.3 心身の健康 

心身の健康の評価ツールとして WFun を用いた。WFun

による判定は、「体調や健康上の問題の有無」や「仕事へ

の影響（効率、生産性、やる気）」等における保健師の判

断と概ね一致することが示されている文 5。評価方法とし

ては、簡易な 7 つの質問項目の総得点で労働機能障害の程

度を評価する。尚、総得点が低いほど労働機能障害の程

度が低いことを示す（表 3）。 

2.2.4 知的生産性 

 最大限の作業効率を 100%としたアンケート記入時点の

平均作業効率の主観評価を問い、知的生産性の評価に用

いた。 

2.3 生理量実測概要 

各事業所約 10 名の執務者に対し、1 週間、活動量や睡

眠時間等の生理量実測を実施した注 4。また、同期間中に

執務者の生活習慣を把握するために日誌による調査も並

行して行った。日誌の記入は執務者の出社時と退社時に

行った（表 4）。 

 

3. まとめ 

本報では、心身の健康の悪化や知的生産性向上の重要

性から本研究の必要性を述べ、実態調査の概要を示した。

次報では、アンケート調査の結果から心身の健康と知的

生産性に大きく影響を及ぼすオフィス・住まい環境の要

素を明確化し、オフィス環境が心身の健康と知的生産性

に与える影響について検証をする。 
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会スマートウェルネスオフィス研究委員会(村上周三委員長)・エビデ
ンス収集部会(伊香賀部会長)の研究活動の一部として実施した。関係
各位に謝意を表する。 
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する指標 [注 2] 6 項目で構成。「居間・リビングで、夜、照明が足り
ずに暗いと感じることがどのような頻度であるか」といった質問に
対して 4 段階で評価 [注 3] 8 項目で構成。「一般的に地域の人々を信
頼できると感じますか」といった質問に対して 4 段階で評価 [注 4] 
対象者は 10 事業所のうち 7 事業所は 10 名、残り 3 事業所が 14 名、
7 名、0 名となり計 91 名。測定機器は Silmee W20 を使用 [注 5] 自覚
症しらべのねむけ感、不快感に関する 10 項目を使用 
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[文 3] 文部科学省疲労研究班:平成 16 年度報告書 [文 4] 石川敦雄ら:
オフィス環境はワーク・エイゲイジメント、健康、行動にどのよう
に影響を及ぼすか？ 日本建築学会大会学術講演梗概集,2017 [文5] 永
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執務空間の 

光環境 

 

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

オフィスの照明の

明るさが、明るす
ぎたり暗すぎたり
し、不快である。 

オフィスの照明の

明るさが 

少し不快である。 

オフィスの照明の 

明るさが 

適切である。 

あなたのオフィス環境と近い箇所に 
チェックをおつけください。 
 

 

リフレッシ

ュスペース 

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

リフレッシュスペ
ースがない。 

簡易的なリフレッ
シュスペースがあ
る。 

魅力的なリフレッ
シュスペースがあ
る。 

あなたのオフィス環境と近い箇所に 
チェックをおつけください。 
 

 

移動空間の 

工夫 

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

移動のための配慮
がされていない。 

移動のための最低
限の配慮のみがな
されている。 

移動空間に他の人
との交流が促進さ
れるような機能を
持たせている。 

あなたのオフィス環境と近い箇所に 
チェックをおつけください。 
 
 

 

  

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

レベル 1 レベル 3 レベル 5 

WFun 得点 参考割合 解釈 

7~13 50~60% 問題なし 

14~20 20~30% 軽度の労働機能障害。 

21~27 10~15% 中等度の労働機能障害。 

28~35 2~8% 高度の労働機能障害を経験している。 

  

日
誌
項
目 

出
社 

昨夜の就寝時刻、今日の起床時刻、今日の出社時刻、

昨夜の睡眠の質、昨夜の飲酒の有無、健康状態注 5 

退
社 

今日の退社時刻、今日の作業効率、測定機器装着状況

健康状態注 5 

  

表 3 WFunの解釈 

表 4 日誌調査概要 

図 2 オフィス空間評価のアンケート項目例 
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